
新規開設施設について（令和3年度以降に開設されたもの）

札幌市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

※　仙台市は令和3年度以降の新規開設施設はありませんでした。

・令和4年4月1日供用開始となる地下駐輪場
・徒歩で地下鉄大通駅の地下鉄コンコースと行き来することが可能
・利用時間6時～24時
・定期利用、一時利用いずれも可

　地下駐輪場を整備することにより、札幌都心部の駐輪容量を確保し、自転車
等放置禁止区域を拡大し、歩道上の放置自転車をなくし、良好な都市環境を
創出する。

493,009

0

西2丁目線
地下自転車等駐車場

令和4年4月1日

・RC造　・地下2階

3,809,317

1,515,107

駐輪場等整備 平成25年度～令和4年度

(平成25年度～令和4年度)

4,821,693うち、建設費

敷地面積 ― ㎡
― ㎡

2,564㎡

5,817,433
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さいたま市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

保留床取得価額
（千円）

(決算額・決算見込額)

国県支出金

特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

20,322,800

0

6,187,904

　多様化する市民の文化芸術活動を支えるため、大宮駅東口大門町2丁目中
地区第一種市街地再開発事業において建設される複合ビルに、市民会館おお
みやを機能移転する。

・大ホール、小ホール、展示室（3室）、レクリエーションホール、
リハーサルルーム、集会室（10室）、スタジオ（6室）、和室

保留床取得価額
（千円）

大宮門街4階～9階部分　（大宮門街　鉄骨造　地上18階地下3階）

27,596,614 (平成29年度～令和3年度)

うち、建設費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

1,085,910

市民会館おおみや
新施設整備事業

平成29年度～令和3年度

市民会館おおみや
（ＲａｉＢｏＣ　Ｈａｌｌ）

令和4年4月1日

敷地面積
8,558.34㎡

（共有持分1000000分512323）

― ㎡

 15311.19㎡
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千葉市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

3,062,000

203

0

　競輪事業の実施

　1周250ｍの屋内木製バンクを有する施設を整備し、オリンピックと同等の
国際ルールに準拠した競輪を開催(座席数約2,000席)

千葉競輪場
リニューアル事業

平成30年度～令和33年度

千葉競輪場
（TIPSTAR DOME CHIBA）

令和3年10月2日

敷地面積 17,155㎡
9,600㎡

14,300㎡

0

鉄骨造一部RC造　地下１階・地上４階

3,062,203 (平成29年度～令和8年度)

うち、建設費 0※民間活力の導入
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横浜市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

4,822,000

0

189,111

　昭和46年の竣工以降40年以上が経過し、大規模な補強が必要な施設であっ
たため。

　公会堂・土木事務所・区民活動支援センターの複合施設（公会堂棟）
として整備。公会堂棟の付帯施設として、別敷地に土木事務所用の
倉庫と燃料倉庫（土木倉庫棟）あり。直接発注方式を導入。

　　【公会堂棟】
　　　地下1階　　　　駐車場・倉庫
　　　地上1階　　　　土木事務所・区民活動支援センター
　　　地上2階～4階　 公会堂
　　【土木倉庫棟】
　　　地上1階～2階　 土木事務所用倉庫・燃料倉庫

港南区総合庁舎整備事業 平成27年度～令和3年度

港南公会堂及び港南土木事務所
及び港南区民活動支援センター

令和3年5月10日

敷地面積
公会堂棟　　2,974.58㎡
土木倉庫棟　　516.23㎡

公会堂棟　　1,920.69㎡
土木倉庫棟　　206.15㎡

公会堂棟　　5,940.57㎡
土木倉庫棟　　234.12㎡

52,864

公会堂棟　　ＲＣ造一部Ｓ造・ＳＲＣ造　地下1階／地上4階
土木倉庫棟　Ｓ造　地上2階

5,063,975 (平成27年度～令和3年度)

うち、建設費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　―
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川崎市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

　羽田空港に近く航空法による高さ制限があること、さらに、河口の水平基調の景観と
の調和、橋上での開放感が体感できることなどを考慮して、橋梁形式には、鋼3径間連
続鋼床版箱桁橋（複合ラーメン）を採用。
　環境への影響を最大限抑えるため、河川内の橋脚は2基、最大支間長は240mと国内
最大の複合ラーメン橋であり、桁高を抑えたシルットが特長の本橋は、構造物等の突起
物が少なく、鳥類の飛翔を妨げることがない。また、東京湾に残された貴重な多摩川河
口干潟が広がり、多くの生物が生息する、この生態系保持空間を守るため、さまざまな
架設工法を採用し、干潟を最大限守りながら施工。
　橋梁の色彩には、多摩川と空に融和しながらも、存在感を感じさせる色を選定し、空・
橋・河川の三層が印象的な光景を演出。
　歩道部に約30m間隔でアクセントタイル、案内板を配置し、渡るひとが楽しめる設計と
し、歩道部マウントアップ部を活用した鋼製排水溝の採用により、維持管理面に配慮し
つつ、景観性の向上も図った。
　高欄は、河口の水平基調の景観との調和などを考慮して横桟形式とし、できるだけ川
面に光が漏れないよう低位置照明を採用、夜間に河川を照らすことによる生態系への
影響を軽減。

　　　　　　　　　　　　　約10,200,000 

敷地面積 ― ㎡
― ㎡

― ㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―

　国、東京都、大田区、川崎市等で構成する「羽田空港周辺・京浜臨海部連携強化推
進委員会」では、我が国の国際競争力の強化に向けて、国家戦略特別区域の目標を
達成するプロジェクトの一環として、羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化
し、成長戦略拠点の形成を図るため、必要な都市・交通インフラ整備等に取り組むこと
とした。そのために本道路を整備することによって両地区の連携強化を図り、ヒト・モノ・
ビジネスの交流活性化など相乗効果を発揮することで、我が国の国際競争力を強化
し、経済の持続的な発展に寄与することを目的とする。

　　　　　　　　　　　　 　約6,100,000 

約13,000,000（東京都支出金）

                           約700,000 

（渡河部）鋼3径間連続鋼床版箱桁橋（複合ラーメン）
（取付部）鋼2径間連続鈑桁橋

約30,000,000 (平成29年度～令和3年度)

うち、建設費

羽田連絡道路整備事業 平成28年度～令和3年度

多摩川スカイブリッジ 令和4年3月12日
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相模原市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

　

敷地面積 221 ㎡
 140.72㎡

 309.7㎡のうち261.2㎡

28,875

テレワークセンター
「森のイノベーションラボ

FUJINO」改修事業
令和2年度～令和3年度

藤野総合事務所会議室棟
（2階・3階）

令和3年7月1日

0

0

0

　中山間地域において、コロナ禍を踏まえた新しい日常に対応する豊かな暮ら
し方、働き方の実現に向け、関係人口の創出等に資する取組を推進するた
め、多様な働き方を支えるテレワーク機能や、地域発の社会課題解決プロジェ
クト立ち上げなど交流拠点機能を有するテレワークセンターを設置する。

　2階をコワーキングスペース、3階をシェアオフィス空間として整備

主な特長
・本市の地元津久井産の木材を使用（ウッドデザイン賞2021受賞）
・地域の特徴を踏まえた「SDGs with ART」をコンセプトとした
　運営に向け、旧町役場時代の椅子等既存の備品をアップサイクル
・Web会議等が行える個室を4部屋確保
・感染症対策として可動式パーテーションを確保

鉄筋コンクリート造
陸屋根3階建

28,875 (令和2年度～令和3年度)

うち、建設費 28,875（改修費）
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新潟市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

101,000

0

57,797

・特定歴史公文書の保存、利用提供
・新潟市の歴史に関する資料収集、調査研究
・新潟市の歴史編さん、歴史に関する情報発信
・所蔵資料の公開、市民等の調査研究支援

　令和3年に制定された「新潟市公文書管理条例」に基づき、
市政の検証のために後世に残すべき重要な公文書のうち、
保存期間が満了した行政文書を収集・保存しているほか、
個人の方から寄贈を受けた資料などを「特定歴史公文書」として
保存している。
　また、利用申請に基づき特定歴史公文書の利用提供を行うほか、
所蔵資料の公開により本市の歴史に関する調査研究支援を行う。

新潟市文書館整備事業 令和元年度～令和2年度

新潟市文書館 令和4年1月8日

敷地面積 5,407.92㎡
993.43㎡

2,410.84㎡

134,791

　鉄筋コンクリート造3階建

293,588 (令和元年度～令和2年度)

うち、建設費 271,114
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静岡市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)
※現時点の予算額

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

敷地面積 4,990.51㎡
2,285.27㎡

4,885.86㎡

1,134,425

歴史文化施設建設事業 令和2年度～令和4年度

静岡市歴史博物館 令和4年7月

3,258,400

0

257,175

　歴史資料の保存伝承、展示を通して静岡の魅力を市内外へ発信し、歴史観
光を促進する拠点施設を整備し、管理運営する。

　静岡市で育まれた歴史の価値と魅力を発信する拠点施設
・主な用途　1階：エントランス
　　　　　　　 2階、3階：展示エリア
　　　　　　　 4階：収蔵庫

・1階エントランスでは、建設地で発掘された
 「戦国末期の道の遺構」を現状のまま施設内部で常時公開
・2階、3階展示エリア　静岡の礎を築いた今川氏、
　75年の人生の3分の1を静岡で過ごした徳川家康の一生や
　江戸時代の駿府城下町から近現代までの歴史資料を展示

鉄骨コンクリート造　一部鉄骨造　地上4階

4,650,000 (令和2年度～令和4年度)

うち、建設費 4,650,000
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浜松市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

1,870,000

2,221,000

198,000

　市民の音楽文化活動や学習成果等の発表の場を創出することにより、市民
の文化の振興を図るため設置する。

<施設概要>
1階　ホール（舞台・客席）、楽屋4室、控室、多目的室3室、事務室他
2階　ホール（客席）、作業室、音響室、調光室、親子室他
3階　ホール（客席）、音響盤室、調光盤室他
4階　ホール（客席）、機械室他
5階　照明機械室他

<客席概要>
一般席1,414席、親子室席7席、車いす席8席

<駐車場>
一般車駐車場398台、バス駐車場10台、思いやり駐車場10台、
障がい者駐車場10台、関係者駐車場31台、自動二輪車駐車場6台

市民音楽ホール管理運営事業
及び整備事業

平成29年度～令和3年度

浜松市市民音楽ホール
(通称：サーラ音楽ホール)

令和3年6月1日

敷地面積 30,035.27㎡
4,802.20㎡

6,395.51㎡

0

音楽ホール S造一部RC造地上5階　庇1～4　S造平屋建

4,289,000 (平成29年度～令和3年度)

うち、建設費 4,082,000
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名古屋市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

14,497,000

14,094,364

5,822,446

　産業貿易の振興及び国際経済交流の促進並びに市民福祉の向上に資する
ため。

・展示面積 約20,000 ㎡
・延床面積 約40,000 ㎡
・展示場機能（4分割対応可）
・アリーナ機能（15,000 席程度）
・スポーツ機能（天井高最大 20ｍ）

・波を想起させる「海・空・緑」と調和した躍動感のある外観デザイン
・空間の対応力が高い、整形な無柱空間で約2万㎡の展示場
・展示場内はワンウェイ搬出入動線による設営・撤去の効率化
・あおなみ線金城ふ頭駅と屋根付きデッキで直結
・2階コンコースはやすらぎ・親しみ・温かみのある木質空間
・2重壁と質量のある屋根による高い遮音性能を確保

名古屋市国際展示場
新第1展示館整備事業

平成31年3月～令和23年3月

第1展示館 令和4年10月1日

敷地面積  44,368.69㎡
31,075.60㎡

40,716.66㎡

0

地下0階　地上3階　鉄骨造

34,413,810 (平成31年度～令和23年度)

うち、建設費 27,194,724
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京都市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

　国の令和2年度第3次補正予算「地方創生テレワーク交付金」と企業版
ふるさと納税等の活用により、過疎地域であった京北地域の閉校された
小学校施設を活用して整備を実施。
　令和3年8月31日に北部山間地域の活性化とテレワークの拠点となる
「京都里山ＳＤＧｓラボ「ことす」」を開設し、入居企業の募集を開始。
同年11月末にはＤＸスタジオのほか、木工や手芸などが体験できる
クリエイティブエリアを開設した。
　推進体制に地元団体や地元企業も参画することにより、現地での調整や
運営面において貢献していただいている。
　テレワークやサテライトオフィスの事業に加え、クリエイティブエリアを活用し、
施設全体を使ってイベントやセミナー、学会、企業研修等を実施することにより
多くの方の来場を生み、プロモーションにもつなげている。
　産学公による連携事業に取り組むことにより、事業への関心の高い企業に
施設の利用・入居を促している。

　京都市の北部山間地域の持続的な発展に向けて、定住人口及び関係人口
の確保や交流促進による地域活性化を目指し、元小学校をテレワーク・地域連
携の拠点として改修・整備した。

0

22,750

京都里山ＳＤＧｓラボことす 令和3年8月31日

木造2階建（体育館等は一部鉄骨造）

0

68,250

(令和3年度)

　　　　　　　　　　77,000※運営費用含むうち、建設費

敷地面積  1,691㎡

1,720.25㎡
＊活用部分の面積

元京北第一小学校を活用した
テレワーク拠点づくり

令和3年度

3,381㎡

91,000
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大阪市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国府支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

敷地面積
12,870.54㎡

（道路隅切り後の面積）

6,680.56㎡

20,012.43㎡

372,000

(仮称)大阪新美術館建設工事 昭和58年度～令和3年度

大阪中之島美術館 令和4年2月2日

7,085,000

58,000

8,085,000

　「大阪都市魅力創造戦略2020」に掲げる「都市の魅力向上と新たな文化の創
造」の実現に向けて、本市が所蔵する第一級のコレクションを活用して、市立
美術館や東洋陶磁美術館とは異なる新たな魅力にあふれる美術館を目指す。

1階：4,975㎡、2階：2,637㎡
（うち、ホール、サービスエリア、アーカイブズ情報室、
ワークショップルーム　約1,200㎡）
3階：3,454㎡（うち、収蔵庫約1,700㎡）
4階：3,578㎡（うち、展示室　約1,400㎡）
5階：3,715㎡（うち、展示室　約1,700㎡）

・内部施設としては、美術館、店舗（ミュージアムショップ、カフェ、レストラン、
 物販）、 駐車場を設置する。
・美術品としては、19世紀後半から今日に至る日本と海外の代表的な
 美術作品を核としながら、地元大阪で繰り広げられた豊かな芸術活動にも
 目を向けたコレクションを約6,000点所蔵する。

・地上5階建て   ・鉄骨造（基礎免震構造）

15,600,000 (平成28年度～令和3年度)

うち、建設費 15,600,000
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堺市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

4,061,800

0

4,102,311

　市民の体育、スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、健康及び体力の
増進に資するため。

【大アリーナ】
・2,194㎡(44.0ｍ×48.5ｍ）
・固定観覧席　1,620席    ・移動観覧席　630席　  　・車椅子席　24席
【小アリーナ】
・915㎡(44.0ｍ×20.2ｍ）
・固定観覧席　418席　  　・移動観覧席　350席　  　・車椅子席   4席
【剣道場】
・671㎡（22ｍ×32.5ｍ）
・観覧席　154席   　・車椅子席　6席
【柔道場】
・671㎡（22ｍ×32.5ｍ）
・観覧席　154席   　・車椅子席　6席
【トレーニング室】
・416㎡
【研修室】
　研修室①265㎡（定員126人）  　研修室②44㎡（定員24人）
　研修室③47㎡（定員24人）　   　研修室④55㎡（定員24人）
　研修室⑤41㎡（定員24人）

大浜体育館建替整備運営事業 平成30年度～令和17年度

大浜だいしんアリーナ・
だいしん大浜武道館

（堺市立大浜体育館・大浜武道館）
令和3年4月1日

敷地面積 18,694.61 ㎡
9,191.48㎡

12,972.90㎡

757,403

鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造 地上2階建

8,921,514 (平成30年度～令和17年度)

うち、建設費 7,067,570
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神戸市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

0

21,000

68,715

　子どもたちが良質で多様な本や芸術文化及び歴史に触れあえる環境を提供
し、豊かな感性と創造力を育むとともに、慰霊と復興のモニュメントに隣接する
立地を活かし、震災の教訓から命の大切さを学べる場とするため設置する。

　建築家安藤忠雄氏の寄附により令和4年3月25日オープン。
　運営費用の約1/4程度となる年間1千万円を寄付金により充当することを
目標にしている。
　図書館法上の図書館ではない文化施設とし、こども達が対象年齢に
しばられず良質で多様な本と芸術文化に出会い自由に体験できることで、
豊かな感性と創造力を育む施設とする。

①基本コンセプト：「こどもたちが命の大切さを学び、豊かな感性と創造力を
育む場」
②基本方針（5つの柱）
・命の大切さと震災の教訓の継承
・公園の自然の中から生まれる好奇心
・自由な空間と体験で育む創造力
・神戸の歴史・文化との出会い
・世代間とウォーターフロントへのつながり

「こども本の森 神戸」の整備 令和元年度～令和3年度

こども本の森 神戸 令和4年3月25日

敷地面積 1,317.47㎡
651.26㎡

574.16㎡

0

鉄筋コンクリート造 地上２階

89,715 (令和元年度～令和3年度)

うち、建設費 安藤忠雄建築研究所が全額負担
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岡山市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

(平成25年度～令和3年度)

941,634

　「岡山北斎場　星空の郷」は、故人の新たな旅立ちの場に相応しい尊厳と品
位を持ち合わせ、「おくる人」の心情にも配慮した斎場をコンセプトに、県産木
材や漆喰等の自然素材を用いて落ち着きと安心感をもたらすとともに、家族葬
等の小規模な葬儀等に対応できる告別室の配置やユニバーサルデザイン・バ
リアフリー化等により、会葬に参列される幅広い年代の方々の使いやすさに配
慮し、また、環境面に最大限配慮した火葬炉を導入するとともに、高い耐震性
能や停電時でも火葬を継続できる機能等を兼ね備えた災害に強い施設

<火葬棟>
火葬炉14基（人体炉12基、動物炉1基、胞衣炉1基）見送り室、収骨室（各4室)

<待合棟>
待合室12室、待合ホール、キッズルーム、売店

<告別棟>
告別室（多目的室）、会葬控室（洋室）、遺族控室（和室）、
宗教関係者控室（各3室）

斎場整備事業 平成25年度～令和3年度

岡山市岡山北斎場
（星空の郷）

令和3年12月6日

うち、建設費

0

5,520,600

0

4,903,200

敷地面積 27,749㎡
6,400.00㎡

7,052.00㎡

鉄筋コンクリート造　地上3階（2～3階　機械室）
鉄骨造（地上1階・P階）

6,462,234
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広島市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源 運営費負担金

設置目的

施設概要

新安佐市民病院開設事業 平成28年度～令和4年度

敷地面積

21,998,912うち、建設費

36,760㎡
 14,861㎡

51,660㎡

31,269,997

1階：アメニティスペース、外来・救急医療機能
2階：手術・集中治療部門、供給部門、医局
3、4階：病棟
5階：病棟、リハビリテーション
屋上：ヘリポート
病床数：434床　駐車台数：924台（敷地全体）

　耐震性の向上と老朽化・狭あい化の解消、高度で先進的な医療機能の拡充
等を図るため。

113,370

282,592

広島市立北部医療センター
安佐市民病院

令和4年5月1日（予定）

【病院棟】規模：地上5階、塔屋2階    構造：鉄骨造

30,874,035

0

(平成28年度～令和4年度)
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北九州市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

　科学及び技術に関する展示等を行うことにより、科学及び技術への興味及び
関心を高め、科学技術の振興を担う技術系人材の育成を図る。

1階：北九州市と科学をテーマにした展示室
2階：不思議な科学現象をテーマにした展示室
3階：プラネタリウムと宇宙をテーマにした展示室

・国内最大、高さ約10ｍの大型竜巻発生装置
・国内最大級(内径30m)のドームに、最新鋭の投映機器を備えた
　プラネタリウム
・暮らしの中にあるたくさんの不思議な科学現象を通して、楽しみながら
　科学的思考を養う各種展示
・ホームページからの事前予約制

北九州市科学館
（スペースLABO）

R4年度（建設）

北九州市科学館
（スペースLABO）

令和4年4月28日

敷地面積 2,161.27㎡
1,992.87㎡

5,469.14㎡

地上3階

決算額未確定 (令和4年度)

うち、建設費
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福岡市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

0

0

3,456,447

　地域住民の交流を促進する場を提供することにより、地域コミュニティの活性
化に資するとともに、文化及びスポーツの振興並びに地域福祉の向上に寄与
する。

 情報発信など、さまざまな地域交流の拠点となる施設

 整備されており、演劇やダンスの他、太鼓等の打楽器の練習も可能

早良南地域交流センター
整備事業

平成30年度～令和18年度

福岡市早良南地域
交流センター

令和3年11月6日

敷地面積 10,797.37㎡
2,642.24㎡

5,182.81㎡

931,416

鉄筋コンクリート造　2階建（一部4階建）（一部鉄骨造）

4,387,863 (平成30年度～令和18年度)

うち、建設費 2,505,154
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熊本市

事業名 事業年度(期間)

施設名 開設年月日

建築面積

延床面積

規模・構造

総事業費(千円)

(決算額・決算見込額)

国県支出金

総事業費(千円) 特定財源 地方債

財源内訳 その他

一般財源

設置目的

施設概要

　熊本城と中心商店街の中間に位置する桜町・花畑地区において、幅27ｍ、
延長230ｍの4車線の市道廃止及び、老朽化した市の文化施設解体を行い、
広場として整備。
　さらに広場整備に併せて隣接する2つの公園の再整備を行い、約1.5haの
まちなかの広大なオープンスペースを構築したもの。

　熊本城と中心商店街の間に位置する花畑広場は、“車中心”から“人中心”の
考え方への転換の象徴として、道路の広場空間化を行うとともに、辛島公園・
花畑公園の両公園と一体となって整備することで、中心市街地のさらなる賑わ
い創出や回遊性の向上を目的とする。

118,500

0

1,066,500

・くまもと街なか広場：8,900㎡
・辛島公園：3,400㎡     　　　 ・花畑公園：2,600㎡
・サービス棟：鉄筋コンクリート一部鉄骨造、地下1階、地上1階建

1,185,000

(令和元年度～令和3年度)

529,053うち、建設費

2,370,000

花畑広場 令和3年11月13日

花畑広場整備事業 令和元年度～令和3年度

敷地面積 14,900㎡
288㎡

363㎡
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